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◆残土処理場管理運営事業…786万円
令和2年、3年に発生した災害により残土量が増
えたことによる、応急工事、設計業務の増額分。

◆ごみ収集運搬事業…512万円
今年4月のごみ処理制度改正以降、古紙の
回収量が増加したことによる、搬出費の増
額分。

◆3災1901号 町道油井21号線②道路災害復旧工事…8,855万円
災害復旧のため油井地区護岸4ヶ所の工事。15者による指名競争入札
で、徳畑建設株式会社が落札。

◆那久漁港海岸川口突提改良工事…5,060万円
4者による指名競争入札で、徳畑建設株式会社が落札。

令
和
５
年
９
月
定
例
会
を

９
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で
の

15
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
、
一
部
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
、

そ
の
他
、
特
別
会
計
補
正
予

算
、
物
品
購
入
の
締
結
、
諮
問

並
び
に
令
和
４
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
な
ど
32
件
は
全
会
一

致
で
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
受
理
し
た
請
願
１
件
を

採
択
し
、
１
件
を
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
し
て
６
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
議
案

に
は
３
名
の
議
員
が
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
31
日
、
第
３
回

臨
時
会
を
開
催
し
、
令
和
５

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
物

品
購
入
契
約
締
結
の
２
件
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

主な補正予算

工事請負契約の締結

◆小中学校大型提示装置購入
4者による指名競争入札で有限会社服部が1,218万円で落札。

◆小型動力ポンプ付き軽積載車購入（2台購入）
4者による指名競争入札で株式会社吉谷（松江市）が1,452万円で落札。

物品購入契約の締結

9
月
定
例
会

補正予算に対して修正案を提出し可決！
◆
都
市
再
生
事
業

　「（
仮
称
）中
曽
邸
改
修
工
事
」

補
正
予
算  

１
０
０
０
万
円

　
中
曽
邸
の
改
修
工
事
で
、
事
前

の
耐
震
性
検
査
を
実
施
し
た
が
、

建
物
に
耐
震
性
が
無
く
倒
壊
の
危

険
性
が
大
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
の
た
め
、
工
事
費
を
１
０

０
０
万
円
増
額
し
、
そ
の
財
源
と

し
て
、
同
事
業
の
委
託
費
か
ら
１

０
０
０
万
円
減
額
し
、
工
事
費
の

増
額
分
に
充
当
す
る
内
容
の
補
正

予
算
が
提
出
さ
れ
た
。

　
西
郷
港
周
辺
地
区
整
備
で
は

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
須
と

な
っ
て
お
り
、
計
画
性
に
欠
け

る
」「
将
来
を
見
据
え
た
港
周
辺

に
相
応
し
い
建
物
に
す
べ
し
」
な

ど
、
委
員
か
ら
は
改
修
工
事
の
変

更
内
容
及
び
改
修
工
事
の
在
り
方

に
対
し
疑
問
視
す
る
意
見
が
多
く

出
た
。

　
委
員
会
で
は
補
正
予
算
を
修
正

す
べ
し
と
し
、
本
会
議
に
お
い
て

４
名
の
議
員
に
よ
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
８
、
反
対
７
で
、

改
修
工
事
変
更
の
補
正
予
算
を
認

め
な
い
内
容
の
修
正
案
を
可
決
し

た
。
　

油井護岸工事現場

＊修正案に　賛成〇　　反対×

補正予算の修正案に対する採決の状況
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　7月31日（月）第3回臨時会を開催し、令和5年度一般会計補正予算
1件及び、物品購入契約締結1件を全会一致で原案通り可決しました。

★福祉介護事業所物価高騰対策事業補助
2,193万円

　物価の高騰が続き、事業所での燃料費や光
熱費等の経費負担が増している。福祉介護施
設の経費負担の軽減を図り安定的なサービス
提供を確保するために、国の支援策を活用し
町独自の施策として補助金を交付するもの。

★木質バイオマス推進センター
　ユニック車購入　　　　　　　801万円
　4者による指名競争入札で、有限会社門脇
自動車整備工場が落札。

★畜産農家緊急支援事業補助金　1,200万円
　円安とウクライナ侵攻の影響で、飼料価格が
高騰し畜産経営を圧迫している。家畜飼料費の
一部を補助し町内畜産経営者の事業継続を支援
するもの。

★先導的官民連携支援事業　　　　936万円
　西郷港周辺まちづくりにおける建設維持管理運
営を、行政と民間が連携して創意工夫し、財政資
金の効率化や施設運営の適正化を図るもの。

主な補正予算

物品購入契約の締結

第3回 臨時会

令和4年度 歳入歳出 会計決算を認定
一般会計・特別会計（11会計）・上水道会計（企業会計）決算額 一覧
区　　　　　分

一般会計・特別会計（合計）

歳入決算額 歳出決算額 形式収支額
188億5,011万円
19億6,084万円
1億3,512万円
1億2,732万円
1億1,640万円
14億99万円
2,173万円
2,572万円
4,188万円
952万円
1,465万円

4億1,821万円
42億7,236万円

185億2,269万円
19億5,759万円
1億3,409万円
1億2,160万円
1億1,250万円
14億70万円
2,118万円
2,447万円
4,159万円
951万円
1,395万円

4億1,379万円
42億5,097万円

3億2,742万円
325万円
103万円
572万円
390万円
29万円
55万円
125万円
28万円
1万円

700万円
442万円
2,139万円

231億2,247万円 227億7,366万円 3億4,881万円

一　般　会　計
国民健康保険事業
国民健康保険施設（中村診療所）
国民健康保険施設（五箇診療所）
国民健康保険施設（都万診療所）
下水道事業
駐車場事業
訪問看護事業
布施へき地診療施設事業
五箇へき地診療施設事業
中財産区
後期高齢者医療保険事業
　　　　特別会計（合計）

注:万円単位表示により合計金額等に不一致あり。　・ 企業会計金額（税込み）

特
　別
　会
　計

上水道事業（企業会計） 10億5,611万円 7億8,016万円 2億7,595万円
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令和4年度 一般会計 歳入・歳出 決算 内訳

歳 入
188億5,011万円

歳 出
185億2,269万円

依存財源 83％

繰入金・諸収入等の内訳 （16億525万円）

令和4年度決算の特徴

目的別支出

・分担金及び負担金……… 2億  674万円
・使用料及び手数料……… 3億3,727万円
・財産収入………………………2,293万円
・寄附金…………………………5,130万円
・繰入金…………………… 2億1,140万円
・繰越金…………………… 1億9,210万円
・諸収入…………………… 5億8,351万円

　令和4年度決算は、歳入歳出ともに令和3
年度を上回りました。新型コロナウイルス感
染症と令和2・3年度豪雨災害の影響は弱ま
りつつも一般廃棄物処理施設整備事業など
の大規模事業は令和4年度も実施されてお
り、全体として財政規模は拡大となりまし
た。
　現在も西郷港周辺地区整備や中出張所
複合庁舎整備等の大規模事業が進んでお
り、財政状況が厳しくなっていくことは避け
られない状況です。財源の健全化・効率化を
踏まえ歳出を抑制するなどし、持続可能な
財政運営を進めて行く必要があります。

自主財源 17％

8.0％

8.5％

39.3％
16.8％

17.5％

7.0％

2.8％

繰入金・諸収入等
16億525万円

町税
15億923万円

地方交付税
74億664万円

町債 
31億6,430万円

国庫支出金
33億672万円

県支出金
13億2,440万円

譲与税・その他交付金等
5億3,357万円

12.6％

19.9％

20.8％
5.0％

0.2％

6.0％

300.0

250.0

200.0

150.0

100.0

50.0

0.0

56.0

54.0

52.0

50.0

48.0

46.0

44.0

42.0

230.9230.9
253.8253.8

274.7274.7 283.5283.5

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

7.3％

2.3％

7.4％

4.7％

12.9％

0.4％ 0.5％
総務費
23億2,764万円

諸支出金
7,331万円

公債費
23億8,059万円

災害復旧費
8億6,884万円

教育費
13億7,229万円

消防費
4億3,002万円

土木費
13億5,726万円

商工費
11億1,172万円

農林水産費
9億3,400万円

衛生費
38億5,675万円

民生費
36億8,742万円

議会費9,469万円

労働費
2,817万円

町債発行残高・基金残高の推移（普通会計）

普通会計 町債（借入金）残高（億円） 普通会計 基金残高（億円）
292.2292.2

令和4年度

55.055.0

51.551.5

46.846.8

50.650.6

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

50.650.6

令和4年度
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今回は６人の議員が一般質問を行い、活発な議論が展
開されました。紙面上、質問と答弁は要約した内容に
なっていますが、全文記録は議会事務局にあり、議会
ホームページにも掲載しています。
またYouTubeで一般質問の動画も公開して
いますので、各議員のQRコードからスマホ、
タブレットにてご覧ください。

町政に問う！町政に問う！

一般質問一般質問
町
長

教
育
長 問…町長

　答弁 …教育長
　答弁 …議員

　質問

今
年
に
入
っ
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
も
５
類
と
な
り
、

来
島
者
の
流
れ
も
コ
ロ
ナ

前
に
近
い
感
じ
に
戻
っ
て

き
て
い
る
。

　

最
近
、
様
々
な
自
治
体

が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
の
対
応
に
備
え
、
自
治

体
で
「
宿
泊
税
」
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ

る
。
本
土
の
よ
う
に
大
手

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
が
固

ま
っ
て
い
る
環
境
と
は
違

い
、
本
町
の
規
模
か
ら
す

れ
ば
、
宿
泊
税
を
と
っ
た

と
こ
ろ
で
大
き
な
財
源
に

は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
も
導

入
さ
れ
る
こ
と
で
個
人
商

店
に
も
大
き
な
負
担
が
生

じ
、
さ
ら
に
物
価
高
騰
に

幼
児
教
育
は
生
涯

に
わ
た
る
人
格
形

成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
忍

耐
力
や
持
続
力
、
協
調
な

ど
の
目
に
は
見
え
な
い
非

認
知
能
力
は
幼
児
期
の
早

い
段
階
で
取
り
組
む
方
が

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
幼
児
教
育
の
重
要
性

に
つ
い
て
町
長
の
認
識
と
、

幼
児
教
育
の
推
進
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

乳
幼
児
時
期
は
生

涯
に
わ
た
る
人
間

形
成
に
と
っ
て
重
要
な
時

期
と
認
識
し
て
い
る
。
保

育
所
と
し
て
の
「
保
育
指

針
」
に
沿
っ
て
進
め
な
が

ら
、「
幼
児
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
も
踏
ま
え
実
施
し
て

い
き
た
い
。

よ
り
値
上
げ
も
仕
方

な
い
状
況
に
あ
る

中
、
本
町
の
「
宿
泊

税
」
導
入
の
考
え
は

あ
る
の
か
、
検
討
材
料
に

上
が
る
の
か
。

県
内
で
も
委
員
会

を
設
置
し
検
討
し

て
い
る
が
、
本
町
で
は
隠

岐
全
体
の
問
題
と
し
て
考

え
る
べ
き
と
認
識
し
て
お

り
各
事
業
者
と
の
十
分
な

話
し
合
い
が
必
要
と
考
え

る
。

　

宿
泊
施
設
な
ど
の
利
用

状
況
は
回
復
傾
向
に
あ
る

と
は
い
え
、
ま
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
な
ど
事
業
者
を

取
り
巻
く
現
状
を
鑑
み
る

と
現
段
階
で
の
宿
泊
税
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
観
光
地
域
と
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
新
た

な
財
源
確
保
に
つ
い
て
も

観
光
産
業
全
体
の
取
り
組

み
の
中
に
位
置
づ
け
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

幼
児
教
育
の

推
進
に
向
け
、

幼
児
教
育
と
小
学
校

教
育
を
つ
な
ぐ
た
め

の
幼
保
小
連
携
は
重
要
で
あ

り
、
教
育
委
員
会
の
役
割
が

重
要
と
考
え
る
が
。

保
育
所
と
小
学
校

が
接
続
期
に
お
け

る
子
ど
も
像
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

特
定
の
地
区
で
は
で
き
る

が
、
私
立
も
含
め
町
全
体

と
な
る
と
課
題
も
あ
る
。

今
後
、
少
し
整
理
し
て
い

き
た
い
。幅

広
い
保
育
人
材

の
確
保
と
、
質
の

高
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
に
も
環
境
整

備
と
、
負
担
軽
減
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
や

支
援
員
の
配
置
な
ど
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。人

材
の
確
保
は
課

題
に
な
っ
て
お
り
、

保
育
に
お
け
る
精
神
的
な

負
担
が
大
き
い
と
認
識
し

て
い
る
。
担
当
部
署
も
含

め
、
環
境
整
備
を
解
決
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
つ
い
て
は
来
年
度

か
ら
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に

向
け
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

方
針
を
白
紙
に
し

て
か
ら
地
域
へ
の

説
明
が
遅
い
と
思
う
が
。
ま

た
、
今
後
の
小
中
学
校
の

規
模
適
正
に
つ
い
て
は「（
仮

称
）
第
３
次
小
中
学
校
規

模
適
正
化
計
画
」
を
策
定

し
、
保
護
者
や
地
域
と
協

議
を
重
ね
計
画
性
を
も
っ
て

進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

早
急
に
地
区
に
伝

え
る
べ
き
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
合
同
保
護

者
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
待
っ
て
次
の
動
き
を
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

適
正
化
計
画
の
策
定
は

必
要
に
な
る
と
思
う
。

問

問

問
問

問

町
長

教
育
長

町
長

教
育
長

町
長

Ａ
指
針
に
沿
っ
て
連
携

し
て
取
り
組
む

Ｑ
幼
児
教
育
の
推
進
を

Ａ
現
段
階
で
導
入
は
考

え
て
い
な
い

Ｑ
宿
泊
税
導
入
の
考
え
は

Ａ
負
担
軽
減
に
取
り
組
む

Ｑ
保
育
士
の
負
担
軽
減
策
を

Ａ
新
た
な
計
画
が
必
要

と
考
え
る

Ｑ
小
学
校
の
将
来
は
計
画
的
に

大
おお

江
え

　寿
としなが

 議員

安
あ

部
べ

 大
だい

助
すけ

 議員
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中
地
区
に
は
活
性

化
の
担
い
手
と
な

る
若
者
が
必
要
と
す
る
住

宅
が
極
端
に
少
な
い
。
人

口
３
０
０
人
の
布
施
地
区

に
は
町
営
住
宅
が
27
戸
、

２
０
０
人
の
那
久
地
区
に

は
５
戸
、
７
０
０
人
の
中

地
区
に
は
６
戸
の
み
。
若

人
達
の
間
で
は
空
き
家
へ

の
関
心
度
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
中
地
区
に
空
き
家

対
策
と
住
宅
不
足
対
策
と

な
る
住
宅
を
設
け
る
べ
き

と
思
う
が
。

中
地
区
に
は
空
き

家
が
87
戸
あ
る
が
、

現
在
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

は
４
戸
に
と
ど
ま
る
。
今

後
も「
定
住
推
進
策
」や「
空

き
家
へ
の
助
成
制
度
」
の

周
知
に
努
め
る
。
本
町
が

島
外
か
ら
観
光
に

訪
れ
る
方
の
中
に

「
観
光
地
や
そ
こ
ま
で
に
至

る
沿
道
の
整
備
が
で
き
て

い
な
い
。
隠
岐
の
島
は
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
な
い

の
か
」と
の
ご
意
見
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
隠
岐
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
空
港
付
近
で

〝
お
も
て
な
し
〟
の
気
持
ち

を
持
っ
て
自
発
的
に
沿
道

の
清
掃
活
動
を
さ
れ
て
い

る
地
区
も
あ
る
。
一
方
、

他
の
地
区
や
沿
道
緑
地
に

於
い
て
は
高
齢
化
も
進
み

維
持
管
理
は
難
し
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
観
光
地
に
限

ら
ず
、
沿
道
緑
地
の
維
持

整
備
の
善
し
悪
し
が
島
全

体
の
印
象
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。

改
修
し
第
三
者
に
提

供
す
る
の
は
困
難
だ
。

町
営
住
宅
も
町
全
体

で
確
保
す
べ
き
戸
数

を
超
過
し
て
お
り
、
中
地

区
へ
の
整
備
の
予
定
は
な

い
。

　

中
地
区
の
活
性
化
に
対

す
る
本
町
の
基
本
方
針
は
、

町
主
導
で
は
な
く
空
き
家
、

観
光
、
産
業
に
し
て
も
地

域
で
皆
さ
ん
が
や
ら
れ
る

こ
と
で
あ
れ
ば
積
極
的
に

支
援
を
し
て
い
く
。

中
地
区
に
定
住
人

口
増
員
の
為
、
再

三
進
言
し
て
い
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
等
を
大
幅
に

増
員
し
、白
島
、海
苔
田
鼻
、

白
砂
清
松
の
海
水
浴
場
の

よ
う
な
自
然
遺
産
、
中
沼

了
三
と
隠
岐
コ
ミ
ュ
ー
ン

や
建
福
寺
の
三
光
国
師
と

世
間
桜
に
八
十
八
か
所
や

セ
ン
チ
の
神
様
の
文
化
遺

産
等
々
を
も
っ
と
活
性
化　

に
繋
げ
て
行
く
べ
き
と
考

え
る
が
。地

域
お
こ
し
協
力

隊
等
の
大
幅
増
員

は
住
宅
供
給
が
逼
迫
す
る

現
状
で
は
極
め
て
困
難
だ
。

し
か
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
島
を
離
れ
た
方
達
と
繋

が
り
続
け
る
事
、
実
際
に

島
に
帰
っ
て
く
る
用
事
を

つ
く
る
事
で
Ｕ
タ
ー
ン
率

を
あ
げ
る
事
を
検
討
し
て

い
る
。

働
く
場
所
と
し
て
、

介
護
福
祉
施
設
を

中
地
区
に
つ
く
れ
な
い
か
。

入
所
施
設
も
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
も

充
足
し
て
い
る
。
介
護
福

祉
な
ど
の
人
材
確
保
は
重

要
で
あ
る
が
、
新
た
に
整

備
す
る
計
画
は
な
い
。

観
光
地
へ
の

道
路
は
来
年

度
に
伐
採
事
業
を
実

施
す
る
予
定
だ
。

　

町
内
全
体
の
環
境
整
備

は
一
斉
清
掃
な
ど
定
期
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
自
然

環
境
に
対
す
る
意
識
も

徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
第
２
次
隠
岐
の
島
町
総

合
振
興
計
画
」
の
基
本
施

策
の
主
な
取
り
組
み
と
し

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
不
法
投
棄
防
止
の
強
化

や
町
民
の
方
々
の
自
然
保

護
へ
の
支
援
、
環
境
美
化

活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

見
知
ら
ぬ
土
地
に

来
て
観
光
さ
れ
る

方
に
と
っ
て
、
道
路
設
置

の
観
光
案
内
板
は
重
要
な

役
割
を
し
て
い
る
。
観
光

振
興
計
画
で
は
多
言
語
表

記
の
観
光
看
板
の
整
備
を

明
記
し
て
い
る
が
、
近
年
、

災
害
も
頻
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
観
光
客
へ
避
難

場
所
へ
の
誘
導
も
兼
ね
た

案
内
板
設
置
の
考
え
は
あ

る
の
か
。観

光
振
興
計
画
に

お
け
る
基
本
施
策

観
光
地
の
中
で
観
光
看
板

整
備
事
業
を
掲
げ
て
い
る
。

統
一
的
な
整
備
方
針
を
協

議
し
、
公
衆
ト
イ
レ
美
化
・

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
保
全
活

用
も
含
め
維
持
管
理
に
努

め
る
。

　

防
災
も
含
め
た
観
光
案

内
板
を
作
る
考
え
は
な
い
。

問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

Ａ
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く

Ｑ
中な

か

地
区
の
活
性
化
に

つ
い
て

Ａ
町
民
及
び
事
業
所
・

行
政
の
役
割
を
明
確

に
し
て
取
り
組
む

Ｑ
観
光
地
と
し
て
の
島

全
体
の
環
境
整
備
は

Ａ
防
災
も
含
め
た
観
光

案
内
板
を
作
る
考
え

は
な
い

Ｑ
グ
ロ
ー
バ
ル
且
つ
災

害
時
に
実
用
可
能
な

観
光
案
内
板
設
置
を

齋
さい

藤
とう

 則
のり

子
こ

 議員

牧
まき

野
の

 牧
まき

子
こ

 議員

湊方面から見た中地区

定期的に環境整備が行われている岬地区

隠岐の島町　議会だより 6



消
防
庁
は
全
国
の

市
町
村
に
対
し
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

図
る
た
め
、
団
員
の
年
額
報

酬
額
を
３
万
６
５
０
０
円
、

出
動
報
酬
を
１
日
８
千
円

と
す
る
報
酬
・
費
用
弁
償
の

基
準
額
を
定
め
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
の
施
行
に
向
け
条

例
改
正
等
の
必
要
な
措
置

を
と
る
よ
う
通
達
し
た
。

　

現
在
、
本
町
団
員
の
年

額
報
酬
額
は
２
万
３
４
０

０
円
で
あ
り
、
国
の
定
め

た
基
準
額
よ
り
約
１
万
３

千
円
低
い
状
況
に
あ
る
。

　

島
根
県
内
で
国
の
定
め

た
年
額
報
酬
額
に
達
し
て

い
な
い
自
治
体
は
、
本
町

政
府
は
、
地
球
を

救
う
２
０
５
０
年

脱
炭
素
化
に
向
け
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開

発
を
強
力
に
推
進
し
て
い

る
。
洋
上
風
力
発
電
に
は

安
価
な
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
自
給
と
島
民
の
電
気

料
金
の
軽
減
化
の
可
能
性

が
あ
る
。
隠
岐
の
未
来
を

生
き
る
人
々
の
た
め
に
、

今
の
う
ち
に
、
既
に
欧
州

で
主
流
に
な
っ
て
い
る
洋

上
風
力
発
電
を
島
の
西
側

の
海
上
で
大
規
模
に
始
め

る
と
か
、
行
政
主
導
で
未

来
構
想
を
紡
ぎ
、
洋
上
風

力
発
電
や
脱
炭
素
問
題
に

対
す
る
実
行
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
早
く
立
案
、
具
体
化

を
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

絶
大
な
漁
礁
効
果
も
あ
る

と
知
夫
村
の
み
で
あ

り
、
本
町
も
早
急
に

国
の
定
め
た
年
額
報

酬
額
を
支
給
す
る
よ

う
、
条
例
改
正
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

次
回
の
改
定
は
令

和
７
年
度
を
予
定

し
て
い
る
が
、
県
下
の
状

況
を
考
慮
し
、
隠
岐
の
島

町
消
防
委
員
会
に
お
い
て

改
め
て
協
議
を
重
ね
適
正

な
年
額
報
酬
と
な
る
よ
う

取
り
組
む
。

消
防
委
員
会
を
招

集
し
、
今
年
度
中

に
条
例
改
正
に
取
り
組
む

考
え
は
。消

防
委
員
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
現

在
未
定
で
あ
り
、
今
年
度

中
の
条
例
改
正
は
考
え
て

い
な
い
。若

い
人
の
中
に
は

消
防
団
に
入
団
す

る
こ
と
で
生
じ
る
訓
練
な

ど
の
負
担
を
嫌
が
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
消
防
団
員

の
減
少
が
見
ら
れ
る
本
町

で
も
、
消
防
団
員
の
負
担

軽
減
や
処
遇
面
で
の
改
善

に
早
急
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

　

処
遇
改
善
で
は
、
消
防

操
法
大
会
に
向
け
た
練
習

に
参
加
す
る
団
員
に
対
し
、

そ
れ
に
相
応
し
い
手
当
も

考
え
ら
れ
る
が
。

団
員
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
消
防
団

に
対
す
る
理
解
の
向
上
に

重
点
を
置
い
た
広
報
活
動

の
展
開
と
、
消
防
団
員
を

有
す
る
事
業
所
に
一
層
の

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

　

消
防
操
法
大
会
に
つ
い

て
は
、
担
当
室
長
、
職
員

と
大
会
に
出
る
団
員
の
ご

苦
労
や
そ
れ
に
対
す
る
手

当
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

こ
と
も
話
し
て
お
り
、
消

防
委
員
会
と
一
緒
に
な
っ

て
協
議
、
検
討
し
、
消
防

団
員
の
確
保
と
対
策
に
取

り
組
む
。   

こ
と
が
先
進
地
事
例

で
既
に
明
白
と
な
っ

て
い
る
。
固
定
資
産

税
に
よ
る
税
収
増
・

地
元
対
策
基
金
・
雇
用
機

会
の
創
出
な
ど
で
島
全
体

へ
の
経
済
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。
ま
ず
は
早
期
に

洋
上
風
力
発
電
の
予
備
調

査
を
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

地
域
の
皆
様
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得

ら
れ
た
段
階
で
洋
上
風
力

発
電
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

本
町
内
の
漁
業
集

出
荷
施
設
は
、
旧

町
村
時
代
に
国
の
補
助
金

で
建
て
た
も
の
ば
か
り
で
、

築
50
年
を
越
え
、
鉄
筋
が

膨
張
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
面
が
剥
離
し
た
り
劣
化

が
激
し
い
。
特
に
、
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
五
箇
出
張
所
の
荷

捌
き
所
は
、
外
壁
は
飛
散

し
、
鉄
骨
主
柱
は
腐
食
し

て
危
険
な
状
態
、
雨
漏
り

も
激
し
く
、
見
る
も
無
惨

な
姿
に
成
り
果
て
て
い
る
。

他
に
も
同
様
な
所
も
あ
る
。

漁
業
者
た
ち
が
長
年
に

亘
っ
て
再
三
の
改
善
要
求

を
し
て
来
た
が
対
処
を
し

な
い
漁
協
の
姿
勢
に
ま
ず

問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
白

だ
が
、
行
政
の
見
て
見
ぬ

振
り
も
漁
業
者
た
ち
は
嘆

い
て
い
る
。
も
う
見
過
ご

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
改

築
の
自
己
負
担
部
分
は
離

島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金

を
各
地
域
が
順
番
で
利
用

す
る
と
か
、
何
ら
か
の
方

法
を
工
夫
し
て
、
老
朽
化

の
激
し
い
集
出
荷
施
設
の

改
築
に
取
り
組
み
、
沿
岸

漁
業
の
振
興
を
唱
え
る
な

ら
ば
対
処
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

漁
協
集
出
荷
施
設

は
、
原
則
的
に
Ｊ

Ｆ
し
ま
ね
が
整
備
す
る
べ

き
も
の
だ
が
、
行
政
と
し

て
支
援
す
べ
き
と
判
断
し

た
事
案
に
は
、
適
切
に
対

応
し
て
行
き
た
い
。

問

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

Ａ
支
援
が
必
要
と
な
れ

ば
適
切
に
対
応
し
て

行
く

Ｑ
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
五
箇
出

張
所
荷
捌
き
所
の
改

築
を

Ａ
消
防
団
員
を
有
す
る
事
業

所
に一層
の
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

Ｑ
消
防
団
員
の
な
り
手

不
足
を
解
消
す
る
た

め
の
対
策
は

Ａ
地
域
の
皆
様
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
待
つ

Ｑ
洋
上
風
力
発
電
の
予

備
調
査
を

村
むら

上
かみ

 謙
かね

武
たけ

 議員

前
まえ

田
だ

 芳
よし

樹
き

 議員

Ａ
消
防
委
員
会
で
の
協
議
を

重
ね
適
正
な
年
額
報
酬

と
な
る
よ
う
取
り
組
む

Ｑ
本
町
消
防
団
員
に
対

し
、
早
急
に
国
の
定

め
た
年
額
報
酬
額
を

支
給
す
べ
き
で
は
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五箇少年相撲倶楽部
9月30日 両国国技館

西
尾
議
員　
説
明
で
は
デ

マ
ン
ド
値
が
上
昇
し
契
約

条
件
が
変
更
に
な
っ
た
た

め
に
電
気
代
に
不
足
が
生

じ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
原
因
は
。

　
ま
た
数
年
前
に
同
施
設

で
同
じ
よ
う
に
電
気
代
の

増
額
補
正
が
あ
っ
た
が
同

様
の
原
因
か
。

中
央
公
民
館
長　
今
年
の

２
月
14
日
お
よ
び
同
月
25

日
に
２
団
体
が
学
習
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
を
利
用
し

た
際
に
、
暖
房
装
置
等
を

同
時
に
稼
働
さ
せ
た
た
め

に
使
用
電
力
が
急
上
昇
し
、

そ
の
結
果
、
デ
マ
ン
ド
値

が
上
昇
し
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
数
年
前
も
、
今
回
と
同

様
の
ケ
ー
ス
だ
っ
た
と
理

解
し
て
い
る
。

西
尾
議
員　
昨
今
の
電
気

代
の
値
上
が
り
の
な
か
で
、

運
用
ミ
ス
で
電
気
代
が
余

分
に
上
昇
し
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

再
発
防
止
策
を
町
の
施
設

全
体
で
徹
底
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
町
と
し

て
の
考
え
は
。

副
町
長　
限
ら
れ
た
財
源

で
あ
る
の
で
、
再
発
防
止

を
課
長
会
で
徹
底
す
る
。

石
田
議
員　
こ
の
件
に
つ

い
て
は
、
数
か
月
前
か
ら

わ
か
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
件
費
は
当
初
予
算
に
計

上
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今

回
の
人
件
費
に
つ
い
て
は

９
月
の
定
例
会
で
補
正
予

算
を
計
上
す
る
よ
う
決

ま
っ
て
い
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
３
月
に

産
休
休
暇
を
取
る
こ
と
が

わ
か
り
、
当
初
予
算
に
間

に
合
わ
な
か
っ
た
。
ま
た

当
初
は
正
規
職
員
で
対
応

す
る
考
え
で
あ
っ
た
。

副
町
長　
６
月
の
定
例
会

で
は
原
則
補
正
予
算
の
計

上
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
９
月
の
定
例
会
で
補

正
予
算
を
計
上
し
た
。

安
部
議
員　
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
改
修
費
55
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
５
月
初

旬
に
破
損
個
所
が
確
認
さ

れ
改
修
の
要
望
が
あ
っ
て

か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い

る
。
予
算
の
流
用
や
補
正

で
対
応
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

社
会
教
育
課
長　
補
正
等

で
対
応
で
き
た
。
期
間
に

つ
い
て
は
、
中
体
連
と
も

協
議
し
、
緊
急
性
が
な
い

と
判
断
し
９
月
の
補
正
と

し
た
。

安
部
議
員　
使
用
禁
止
期

間
中
に
、
中
学
校
の
大
会

は
も
ち
ろ
ん
社
会
人
の
軟

式
、
硬
式
な
ど
の
大
会
が

多
く
開
催
さ
れ
た
。
早
急

な
対
応
が
可
能
で
あ
る
な

ら
ば
、
早
期
に
対
応
す
べ

き
だ
。

　
ま
た
、
長
い
期
間
を
設

け
た
な
ら
ば
、
他
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
整
備
状
況
も

調
査
し
、
改
修
が
必
要
な

箇
所
を
一
緒
に
計
上
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
。

社
会
教
育
課
長　

ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
計
画
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。
他
の
テ
ニ
ス
施
設

に
関
し
て
は
各
担
当
課
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。

安
部
議
員　
卯
敷
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
布
施
支
所
、
五

箇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
商
工

観
光
課
、
都
万
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
教
育
委
員
会
と
、

担
当
部
署
が
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
を
進
め
る
な
ら
一
本

化
し
、
計
画
的
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

社
会
教
育
課
長　
全
体
的

な
管
理
に
つ
い
て
は
、
庁

舎
内
で
も
検
討
し
、
管
理

し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

管
理
費

産
休
代
替
職
員
雇
用
費

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修

事
業
費

〇西尾 幸太郎
〇石田 茂春
〇安部 大助

都万テニスコート（改修個所）

総括質疑予算・条例などを
チェック！

紙面上、質問と答弁は要約した内容になっております。全文記録
は議会事務局にあり、ホームページにも掲載されています。
また、YouTubeで動画も公開しており、スマホやタブレットから
右QRコードを読み取ると簡単にアクセスできます。
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反
対
す
る
主
な
理
由
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
消
費
税
の

納
税
を
免
除
さ
れ
て
い
る

売
上
１
０
０
０
万
円
以
下

の
小
規
模
事
業
者
に
、
大

き
な
負
担
を
強
い
る
制
度

の
導
入
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
十
分
理
解
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
10

月
１
日
以
降
に
お
い
て
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

中
止
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
の
主

旨
内
容
に
つ
い
て
、
本
町

議
会
と
し
て
継
続
審
査
を

行
う
こ
と
は
重
要
な
意
味

を
持
た
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
本
町
の
行

政
及
び
議
会
が
し
っ
か
り

議
論
し
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
後
に
、
大
き
な

負
担
を
抱
え
る
こ
と

と
な
る
本
町
の
小

規
模
事
業
者
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な

形
で
事
業
支
援
を

す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
ま
た
具
体
的
な

支
援
内
容
に
つ
い
て

し
っ
か
り
検
討
し
、

取
り
組
む
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る

視
点
か
ら
、
請
願
の

継
続
審
査
に
つ
い
て

は
賛
成
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。

反
対
討
論

村
上 

謙
武  

議
員

討論《国会及び関係行政庁へインボイス制度の導入中止を求める
              　「意見書」提出を求める請願の「継続審査」に対する討論》  
請願の「継続審査」に対し、１名の議員が反対討論を行いました。請願の主旨を継続して審査するこ
とに重要な意味はなく、小規模事業者に対する支援策を検討することが重要であるとの内容です。

　
8
月
25
日
、
松
江
市

の
「
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま

ね
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ

た
「
市
町
村
議
会
広
報
研

修
会
」
に
、
広
報
広
聴
委

員
会
か
ら
委
員
長
、
副
委

員
長
の
2
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
島
根
県
内
10

市
町
村
の
議
員
及
び
事
務

局
員
の
58
名
が
参
加
し
、

講
師
の
熊
本
大
学
客
員
教

授 

越
地 

真
一
郎 

氏
に
よ

る
「
読
む
！
質
す
！
生
か

す
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

「
伝
わ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
伝
え
る
」と「
伝
わ
る
」

は
別
物
で
あ
り
、
自
分
は

わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

が
他
人
に
も
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
か
は
別
問
題
で
あ

り
、
先
ず
大
事
な
こ
と
を

先
に
伝
え
る
事
（
結
論

フ
ァ
ー
ス
ト
）
が
大
事
で

あ
る
と
い
う
話
は
、
大
変

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
に
お

い
て
も
、
要
点
を
具
体
的

に
、
事
実
と
意
見
を
区
別

し
な
が
ら
、
正
確
で
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
事
が
大

事
で
あ
り
、
新
聞
紙
面
の

リ
ー
ド
文
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
参
考
に
す
べ
き
と
の
教

示
も
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
7
市

町
が
事
前
に
提
出
し
た

「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
し

て
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ

れ
、
本
町
の
「
議
会
だ
よ

り
」
に
つ
い
て
も
約
20
分

間
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
議
会

だ
よ
り
の
細
部
に
わ
た
り

評
価
と
指
摘
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
全
面
フ
ル
カ
ラ
ー
で
見

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
。

文
章
に
無
駄
が
な
い
。
な

ど
の
多
く
の
評
価
も
受
け

ま
し
た
が
、
町
民
の
登
場

が
な
い
。
発
行
日
が
わ
か

ら
な
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で

意
識
が
な
か
っ
た
事
項
に

つ
い
て
の
指
摘
も
あ
り
、

改
善
す
べ
き
点
な
ど
の
気

づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の「
議
会
だ
よ
り
」

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
今

回
の
広
報
研
修
会
で
学
ん

だ
内
容
を
参
考
に
、
町
民

に「
分
か
り
易
く
伝
わ
る
」

議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
広

報
広
聴
委
員
全
員
が
努
め

て
参
り
ま
す
。

議
会
広
報
研
修
会
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◆
小
・
中
学
校
一
般
管
理

運
営
事
業

　
（
施
設
維
持
管
理
費
）

　

小
学
校
及
び
中
学
校
の

光
熱
水
費
の
見
込
み
額
に

不
足
が
生
じ
る
た
め
、
増

額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

委
員
か
ら
は
「
小
・
中

学
校
の
光
熱
水
費
は
、
年

間
必
ず
必
要
な
固
定
的
経

費
で
あ
っ
て
当
初
予
算
で

対
応
措
置
を
と
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
よ
う

に
当
初
予
算
の
段
階
で
大

き
く
減
額
を
し
て
、
補
正

予
算
で
多
額
に
計
上
す
る

よ
う
な
予
算
編
成
姿
勢
は

改
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

財
政
課
か
ら
は
「
中
期

財
政
計
画
に
基
づ
き
、
ま

ず
前
提
と
な
る
歳
入
を
調

査
推
計
し
、
見
合
う
歳
出

を
予
算
立
て
し
て
い
る
。

今
後
は
、
横
の
連
携
を
よ

く
取
り
な
が
ら
、
指
摘
さ

れ
た
こ
と
を
予
算
編
成
に

い
か
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
光

熱
水
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
に
つ
い
て
は
、
大
き
く

補
正
予
算
で
対
応
す
る
の

で
は
な
く
、
横
の
連
携
を

徹
底
し
て
、
き
ち
ん
と
年

度
当
初
予
算
で
措
置
す
る

よ
う
に
、
予
算
編
成
方
針

を
作
成
す
る
よ
う
指
摘
を

し
た
。

◆
令
和
４
年
度 

税
の
徴
収

実
績
と
滞
納
整
理
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
収
納
率

は
、
95
・
4
％
で
、
対
前

年
よ
り
も
0
・
7
％
の
増

で
あ
り
、
各
徴
収
班
の
取

り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て

い
る
も
の
と
し
て
評
価
が

で
き
る
。

　

こ
こ
数
年
来
の
滞
納
整

理
に
つ
い
て
は
、
日
々
の

工
夫
と
努
力
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

税
の
公
平
・
公
正
な
徴
収

を
心
が
け
、
誠
実
に
職
務

に
遂
行
し
て
い
た
だ
く
よ

う
指
摘
を
し
て
お
く
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
義
務
化
が
始
ま
る
こ
と

を
う
け
、委
員
か
ら
は
「
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る

こ
と
に
対
す
る
影
響
は
」

「
役
場
と
し
て
ど
こ
ま
で
対

応
が
で
き
る
の
か
」「
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
こ

と
を
町
民
に
お
知
ら
せ
し

て
い
る
か
」
等
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
「
11
月

２
日
に
相
続
登
記
の
説
明

会
を
開
く
予
定
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
義
務
化
に
な

る
チ
ラ
シ
を
回
覧
に
入
れ

た
が
、
登
記
に
つ
い
て
は
、

込
み
入
っ
た
困
難
な
こ
と

が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
る
。
実
際

に
登
記
を
担
う
法
務
局
と

相
談
の
上
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
」

と
の
返
答
で
あ
っ
た
。　

　

所
有
者
不
明
土
地
等
の

発
生
予
防
の
た
め
に
、
不

動
産
登
記
制
度
の
見
直
し

が
あ
り
、
相
続
登
記
が
義

務
化
に
な
る
が
、
罰
則
も

あ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
相

続
登
記
を
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
に
つ
い
て
も
該
当

に
な
る
た
め
、
周
知
の
徹

底
と
、
法
務
局
と
連
携
し

な
が
ら
相
続
登
記
が
進
む

よ
う
指
摘
を
し
た
。

◆
国
会
お
よ
び
関
係
行
政

庁
へ
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
中
止
を
求
め
る

「
意
見
書
」
提
出
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て

　

請
願
の
概
要
は
、
地
方

自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
中
止
を
求
め
る
「
意

見
書
」
を
国
会
及
び
関
係

行
政
庁
へ
提
出
す
る
よ
う

求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。

９
月
25
日
提
出
者
に
出
席

を
求
め
、
請
願
の
願
意
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
内

容
や
経
緯
に
つ
い
て
質
疑

を
行
っ
た
。　

　

委
員
か
ら
は
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
よ
っ
て
島
内

の
中
小
零
細
事
業
者
た
ち

が
成
り
立
た
な
く
な
り
、

地
区
が
衰
退
し
て
い
く
こ

と
を
心
配
し
て
の
請
願
で

あ
る
」「
こ
れ
ま
で
消
費
税

課
税
事
業
者
は
消
費
税
を

納
め
て
い
た
が
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
に
よ
り
公

平
な
姿
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
賛
否
の
論

議
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

継
続
審
査
が
３
、
不
採
択

２
、
採
択
１
で
あ
っ
た
。　

　

継
続
審
査
の
理
由
と
し

て
は
、
今
後
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
そ
の
も
の
の
状
況
調

査
と
、
個
々
の
請
願
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

当委員会に付託された、令和 4 年度一般会計、特別会計決
算、令和５年度一般会計・特別会計補正予算、物品購入契約、
規約の一部変更等の議案は、全て原案通り「可決・認定す
べし」とした。主なものを報告する。総務教育民生常任委員会

委員長報告

予算編成方針作成と年度当初予算で義務的経費の措置を

審
査
の
状
況
・
結
果

請
願
に
つ
い
て
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８
月
23
日
か
ら
25
日
の

日
程
で
、『
認
知
症
対
策
』

に
つ
い
て
、
静
岡
県
富
士

宮
市
役
所
・（
有
）木
工
房

「
い
つ
で
も
ゆ
め
を
」
を

視
察
し
た
。

◆
静
岡
県

　
　
富
士
宮
市
役
所

　

富
士
宮
市
の
人
口
は
、

12
万
８
７
０
６
人
で
高
齢

化
率
は
30
・
４
％
だ
。

　

国
の
認
知
症
施
策
推
進

大
綱
が
示
す
『
認
知
症
と

共
に
暮
ら
す
社
会
』・『
認

知
症
に
と
ら
わ
れ
な
い
地

域
を
つ
く
る
』
た
め
、
平

成
19
年
か
ら
国
の
モ
デ
ル

事
業
の
指
定
を
受
け
①
認

知
症
を
本
人
・
医
療
・
介

護
だ
け
で
完
結
し
な
い
取

り
組
み
②
認
知
症
を
特
別

な
こ
と
で
は
な
く
、
自
然

な
こ
と
と
し
て
理
解
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
に
、
３

つ
の
視
点
を
大
事
に
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
の
視
点
は
、

個
別
支
援
の
充
実
に
努
め

る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
形
を
先
に
作
る
の
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の

生
き
方
や
家
族
の
思
い
・

生
活
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

そ
の
人
に
何
が
必
要
か
と

い
う
視
点
で
関
係
機
関
と

つ
な
が
り
、
必
要
な
活
動

や
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
二
つ
目
の
視
点

は
、
本
人
や
家
族
の
視
点

を
重
視
し
な
が
ら
、
や
り

た
い
こ
と
を
楽
し
め
る
居

場
所
づ
く
り
で
あ
る
。

　

富
士
宮
市
で
は
、
誰
も

が
出
会
い
・
交
流
で
き
る

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
が
21
ヶ

所
あ
り
、
内
容
も
カ
フ
ェ・

音
楽
・
農
作
業
・
散
歩
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ

等
、
多
岐
に
わ
た
る
。

　

ど
の
カ
フ
ェ
も
本
人
の

声
か
ら
生
ま
れ
た
取
り
組

み
で
『
一
緒
に
過
ご
す
・

一
緒
に
楽
し
む
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
る
。　

　

ま
た
、
本
人
が
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
発
言
が
で
き

る
「
認
知
症
講
座
の
開
催
」

や
「
本
人
会
」・「
認
知
症

啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど

も
開
催
し
て
い
る
。

　
最
後
三
つ
目
の
視
点
は
、

住
民
主
体
の
活
動
支
援
で

あ
る
。
地
域
で
活
動
す
る

人
材
を
増
や
す
た
め
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」・「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
」
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
６
６
２

回
開
催
し
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
２
万
３
８
７
３

人
。
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
で
講
師
に
な
る
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
は
４
５
０
名

お
り
、
一
般
住
民
の
58
％

が
活
躍
し
て
い
る
。

　

理
解
や
啓
発
が
必
要
な

場
所
を
自
分
た
ち
で
み
つ

け
、
で
き
る
形
で
活
動
し

て
い
る
た
め
、
開
催
日
は

曜
日
を
選
ば
ず
、
１
週
間

に
１
回
地
域
で
講
座
が
開

か
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
講
座
に
は
人
数

制
限
も
な
い
た
め
、
誰
で

も
講
座
が
で
き
る
よ
う
に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
「
講

座
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
、
勉
強
会
も
行
う
な
ど
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い

な
が
ら
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
一

つ
の
活
動
を
地
道
に
丁
寧

に
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、

生
き
生
き
と
し
て
い
る
本

人
や
家
族
が
増
え
た
こ
と
、

ま
た
、
住
民
の
活
躍
に
よ

り
、「
橋
渡
し
役
」
が
増
え
、

社
会
資
源
の
中
で
、
治
療

や
介
護
予
防
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

認
知
症
を
自
分
事
と
と

ら
え
、
友
人
の
一
人
と
し

て
、
本
人
や
家
族
と
共
に

考
え
る
仲
間
が
増
え
た
こ

と
が
『
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
』
と
な
り
、
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
る
姿
と

出
会
い
、
交
流
す
る
中
で

「
お
互
い
の
生
き
る
力
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実

感
し
た
。

◆
（
有
）木
工
房

　
　
「
い
つ
で
も
ゆ
め
を
」

　

家
族
的
な
雰
囲
気
の
中
、

若
年
性
認
知
症
の
方
々
が

仲
間
と
共
に
働
く
、
日
本

で
も
先
駆
的
な
会
社
だ
。

　

社
長
の
稲
葉
修
氏
が
、

若
年
性
認
知
症
の
男
性
か

ら
「
居
場
所
が
な
い
・
仕

事
が
欲
し
い
」
と
い
う
声

を
聞
い
た
こ
と
、
自
身
が

介
護
現
場
で
働
く
立
場
か

ら
、
高
齢
者
や
介
護
従
事

者
が
便
利
に
、
豊
か
な
生

活
を
送
る
た
め
の
道
具
作

り
を
、
認
知
症
の
方
々
と

一
緒
に
製
作
・
販
売
し
た

い
と
考
え
、
創
業
し
た
。

　

社
員
は
15
名
で
、
当
事

者
は
10
名
、
週
２
日
、
時

給
１
０
０
０
円
で
働
い
て

い
る
。
公
的
支
援
を
受
け

ず
、
木
製
の
介
護
用
品
製

作
・
販
売
の
み
で
運
営
を

し
、
全
国
で
６
１
０
台
の

木
製
車
い
す
体
重
計
が
活

躍
中
で
あ
る
。　

　

説
明
の
後
、
皆
さ
ん
と

交
流
し
た
が
、
こ
こ
で
の

様
子
を
生
き
生
き
と
し
た

表
情
や
笑
顔
で
お
話
す
る

姿
勢
に
『
夢
や
希
望
・
生

き
が
い
』が
つ
ま
っ
た『
社

会
と
つ
な
が
る
大
事
な
場

所
』
だ
と
実
感
し
た
。

　

最
後
に
、
本
町
も
後
期

高
齢
者
が
増
加
し
、
独
居

世
帯
・
高
齢
者
の
み
の
世

帯
も
増
え
る
中
、
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
に
委
員
全
員

で
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

行
政
視
察
報
告

隠岐の島町　議会だより11



中曽邸

飯田残土処理場

旧今津小学校

当委員会に付託された、令和５年度一般会計補正予算は賛成
多数で「修正すべし」とし、その他の、令和４年度一般会計・
特別会計決算の認定等の議案については、すべて全会一致で
原案通り「可決・認定すべし」とした。主なものを報告する。産業建設常任委員会

委員長報告

住民に理解される西郷港周辺地区整備事業を
◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
都
市
再
生
事
業

　
（
仮
称
）中
曽
邸
改
修
工
事　

　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

　

補
正
予
算
の
内
訳
は
、

寄
贈
さ
れ
た
中
曽
邸
の
耐

震
性
を
調
査
し
た
と
こ
ろ

「
倒
壊
の
危
険
性
が
大
」
と

い
う
結
果
が
出
た
た
め
、

改
修
工
事
費
を
１
０
０
０

万
円
増
額
し
て
２
０
０
０

万
円
と
し
、
増
額
と
な
る

財
源
は
、
同
事
業
の
委
託

費
か
ら
１
０
０
０
万
円
減

額
し
工
事
費
に
充
当
す
る

内
容
で
あ
る
。

　

委
員
か
ら
は
「
現
在
進

め
て
い
る
西
郷
港
周
辺
地

区
整
備
事
業
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
必
須
と
な
っ
て

お
り
、
当
該
建
物
改
修
工

事
に
は
そ
れ
が
な
い
。」「
２

階
の
利
活
用
の
案
は
計
画

性
に
欠
け
て
い
る
。」「
年

度
途
中
で
の
委
託
料
減
額

は
安
易
す
ぎ
る
」
な
ど
の

改
修
工
事
内
容
に
対
す
る

厳
し
い
意
見
や
「
２
０
０

０
万
円
を
投
入
し
て
改
修

す
る
よ
り
、
港
周
辺
地
区

に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
と
し

て
新
築
す
る
べ
き
」
と
の

意
見
も
出
た
。　
　
　

　

担
当
課
か
ら
は
「
当
施

設
は
、
町
の
情
報
が
分
か

り
、
屋
内
外
一
体
と
な
っ

た
誰
も
が
足
を
運
べ
る
施

設
を
考
え
て
お
り
、
新
築

は
考
え
て
い
な
い
」
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
現
行
の

計
画
見
直
し
を
含
め
、
改

修
工
事
費
の
増
額
及
び
委

託
費
の
減
額
を
認
め
な
い

と
す
る
修
正
案
を
提
出
す

べ
し
と
し
た
。　
　
　
　
　
　

・
残
土
処
理
場
管
理
運
営

　
事
業　

 　
７
８
６
万
円

　

近
年
多
発
し
た
災
害
等

の
影
響
で
、
土
砂
等
の
廃

棄
物
が
増
加
し
、
飯
田
残

土
処
理
場
が
拡
大
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
状
の
運
搬

車
両
用
タ
イ
ヤ
洗
浄
機
を

場
内
の
別
の
場
所
に
移
設

す
る
必
要
性
が
生
じ
た
た

め
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

　

残
土
処
理
場
の
北
側
に

は
、
観
光
道
路
で
も
あ
る

県
道
が
存
在
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
の
景
観
を
損
な

わ
な
い
よ
う
に
、
緑
化
公

園
な
ど
を
想
定
し
た
計
画

を
も
っ
て
進
め
る
べ
き
と

指
摘
し
た
。

◆
地
域
振
興
事
業
費

　

地
域
振
興
事
業
費
と
は
、

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
新

た
な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
、

活
動
団
体
等
に
対
し
て
、

支
出
が
適
当
と
認
め
ら
れ

る
事
案
に
対
し
、
各
支
所

長
・
出
張
所
長
の
判
断
の

も
と
に
執
行
す
る
事
業
費

で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
の
決
算
審

査
に
於
い
て
議
員
か
ら
、

五
箇
支
所
の
地
域
振
興
事

業
費
の
支
出
内
容
に
、
適

当
と
は
言
え
な
い
事
業
費

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

　

後
日
、
五
箇
支
所
よ
り

委
員
会
に
お
い
て
、「
地
域

振
興
事
業
補
助
金
事
業
費

の
活
用
に
つ
い
て
」
の
事

業
費
運
用
指
針
に
関
す
る

説
明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
地
域
振

興
事
業
費
は
各
地
区
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業
に

活
用
し
、
適
切
な
運
用
に

心
が
け
る
よ
う
指
摘
し
た
。

◆
遊
休
施
設
利
活
用
調
査

事
業

　

現
在
、
計
画
の
段
階
で

あ
る
が
、
旧
今
津
小
学
校

を
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と

し
て
利
活
用
し
、
今
津
地

区
内
で
の
ペ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
熱
利
用
事
業
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　

所
管
課
か
ら
は
今
後
、

地
元
の
同
意
を
求
め
、
計

画
を
進
め
て
い
く
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

旧
今
津
小
学
校
は
、
文

化
財
が
多
数
保
管
さ
れ
て

お
り
、
火
災
事
故
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
今
後

の
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
な
ど
と

情
報
を
共
有
す
る
よ
う
強

く
指
摘
し
た
。

審
査
の
状
況 

・ 

結
果

決
算
審
査

隠岐の島町　議会だより 12



太陽光発電施設

里山交流ハウス

　

８
月
21
日
か
ら
23
日
の

日
程
で
、
石
川
県
小
松
市

の
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

こ
ま
つ
」、「
木
場
潟
公
園

東
園
地
」
を
視
察
し
た
。

◆
施
設
の
概
要
と
目
的

　

＊
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

こ
ま
つ
は
、
廃
棄
物
処
理

に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

推
進
拠
点
と
し
て
、
廃
棄

物
の
焼
却
処
理
と
そ
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

発
電
を
行
う
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、
そ
し
て
最
終
処

分
場
の
３
ヶ
所
で
構
成
さ

れ
た
施
設
で
あ
る
。

　

こ
の
施
設
の
目
的
は
、

地
球
環
境
へ
の
負
荷
低
減

を
図
り
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
学

習
の
実
践
の
場
と
な
る
こ

と
で
、
循
環
型
社
会
の
形

成
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

　

＊
木
場
潟
公
園
東
園
地

は
、「
里
山
交
流
ハ
ウ
ス
」、

「
農
業
体
験
ハ
ウ
ス
」、「
里

山
資
源
再
生
ハ
ウ
ス
」
か

ら
な
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
里
山

か
ら「
学
び
」、「
遊
び
」、「
体

験
」
す
る
新
た
な
里
山
再

生
の
モ
デ
ル
施
設
で
あ
る
。　

　

こ
の
施
設
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
取
組
や
太
陽

光
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
実
証

実
験
を
行
っ
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
が
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
学
習
や
体
験
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

　

施
設
内
に
は
「
里
山
交

流
ハ
ウ
ス
」や「
足
湯
」「
カ

フ
ェ
」
な
ど
が
あ
り
、
夏

休
み
期
間
と
い
う
こ
と
で
、

沢
山
の
親
子
連
れ
が
施
設

を
利
用
し
て
い
た
。

　

本
町
に
は
こ
の
よ
う
な

施
設
を
設
け
る
こ
と
は
難

し
い
と
感
じ
た
が
、
森
林

環
境
を
活
用
し
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ

場
を
、
本
町
の
子
ど
も
た

ち
に
設
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
と
感
じ
た
。

し
た
電
気
は
、
当
該
施
設

や
市
役
所
、
市
民
病
院
な

ど
の
施
設
で
利
用
さ
れ
、

さ
ら
に
、
売
電
に
よ
る
売

り
上
げ
は
年
間
１
億
円
以

上
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

を
重
視
し
て
お
り
、
ゴ
ミ

発
電
事
業
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
勢
が
見
受

け
ら
れ
た
。

◆
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
へ

の
取
り
組
み

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
に

関
し
て
は
、
小
松
市
単
独

で
は
コ
ス
ト
が
過
大
で
あ

り
、
か
つ
、
伐
採
木
が
不

足
す
る
と
の
理
由
で
取
り

組
ん
で
い
な
い
が
、
石
川

県
と
他
自
治
体
と
が
共
同

で
運
営
す
る
「
か
が
森
林

組
合
」
で
ペ
レ
ッ
ト
製
造

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

◆
そ
の
他
、
先
進
的
な
取

り
組
み

　

民
間
企
業
の
中
に
は
、

地
元
の
「
か
が
森
林
組
合
」

か
ら
７
０
０
０
ｔ
の
木
質

チ
ッ
プ
を
購
入
し
、
蒸
気

木
質
ボ
イ
ラ
ー
で
３
２
０

０
Kw
を
発
電
し
、
電
気
は

自
社
で
使
い
、
そ
の
排
熱

は
工
場
の
空
調
に
利
用
し
、

さ
ら
に
、
生
チ
ッ
プ
の
乾

燥
に
使
う
な
ど
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
企
業
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

脱
炭
素
の
面
で
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
が
、
企
業
の

経
営
面
で
の
持
続
可
能
性

が
な
け
れ
ば
、
事
業
と
し

て
成
り
立
つ
の
は
難
し
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

◆
小
松
市
の
取
り
組
み

　

小
松
市
は
２
０
２
１
年

に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
宣
言
し
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
達
成

を
目
指
し
、
市
と
住
民
、

事
業
所
が
協
働
し
て
脱
炭

素
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
太

陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

実
証
実
験
を
行
い
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
電
力

の
地
産
地
消
を
推
進
し
て

い
る
。

　

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
こ

ま
つ
で
は
、
当
初
ゴ
ミ
を

燃
や
し
た
熱
を
そ
の
ま
ま

栽
培
ハ
ウ
ス
の
暖
房
な
ど

に
活
用
し
て
い
た
が
、
コ

ス
ト
や
効
果
を
検
証
し
た

結
果
、
発
電
利
用
に
舵
を

切
り
、
現
在
、
発
電
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
ゴ
ミ

を
燃
や
し
て
蒸
気
を
発
生

さ
せ
、
そ
の
蒸
気
を
利
用

し
た
タ
ー
ビ
ン
発
電
に
よ

り
、
１
日
約
２
０
０
０
Kw

を
発
電
し
て
い
る
。
発
電

行
政
視
察
報
告
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両常任委員会を傍聴（都万小学校6年生）

町のために、大人が真剣に話し合っ
ているのを見て、これがあるから町
は変わっていくんだと思った。

安部 柑菜

住民のことを考えて話し合っていて
凄いと思った。私も議員さんのよう
に自分の意見を大切にしたいです。

春木 杏佳

とても難しかった話だったけど、議員
さん一人ひとり意見があって、真剣
に考えているのがかっこよかった。

奥元 流斗

本気で町のことを考えて話し合って
いるのがよく分かった。それぞれの
考えにしっかり質問、提案していて
凄かった。　　　　　　　　野津 まお

議員さんと役場の人が意見をぶつ
け合っていてかっこいいと思った。自
分も自信を持って話し合えるように
なりたい。　　　　　　 櫻井 葵二

一生懸命に考えてくれていることが
凄く伝わった。この議会で隠岐が良
くなるんだなと思った。

野邉 海珠

議員の質問に対して真剣に町の担
当者が考えている姿などを見ること
ができ良い経験になった。

濱 結生

募集期間
11月16日～2月22日

　春の懇談会で頂いた皆様の要望や提案を議会としてまとめ
各担当課から回答を頂きました。　
※主な内容を抜粋しており、詳細は事務局に保管しております。

Q.意見や要望について目安箱等、随時、意見や
要望を把握できる機会をつくって欲しい。

A.現在、目安箱等は設置しておりません。しかしな
がら、電話・メール・FAX等でお寄せ頂いたご意
見には随時お答えさせていただいています。ま
た「出前町長室」、「町長へのお手紙」も受け付け
ています。

Q.役場庁舎、各支所の職員駐車場があるが職
員から利用料を徴収してはどうか（国や県で
は徴収している）

A.県内11町村の内2町が実施している。通勤環
境や勤務体制、公共交通の現状を踏まえ検討し
ます。

Q.学校まで国道が通学路になっている。車の交
通量を考えると裏道の方が安全だ。

A.決定にあたっては児童・生徒の安全を第一に考
えており、歩道の有無、道幅等を考慮して決定
しています。保護者から要望があれば柔軟に対
応します。

Q.日中、消防団が仕事でいない。近くで働いて
いる工事関係者と連携してはどうか。

A.工事関係者との連携は安全面、責任の所在等
で難しいが、地域の消化栓整備など計画的に進
めていきます。

Q.愛の橋は閉鎖になって13年が経つ、住民か
ら要望が出ているがどうなっているか。

A.現在、橋周辺に停泊している船舶の移動対応に
時間がかかり、予定より工事着工まで約2年の
遅れが生じています。

Q.漁港・港湾の漂着ごみが多すぎて高齢化が進
む集落だけの対応が難しい。

A.高齢化が進む中で地域だけでの対応ではとて
も難しいと思います。本町としては町管理の漁
港・港湾でのごみ処理費の拡充を検討してお
り、現在、調査を行っています。

Q.隠岐病院前の十字路を早く整備して欲しい。
A.役場から旧CTU裏までは拡幅工事を予定して
おり、現在用地交渉中です。旧CTU裏から十字
路までは現状の幅で整備を計画しています。

Q.人口減少の中で安易に建物をつくらないで
欲しい。廃止になった建物の跡地利用は住民
と一緒に考えて。

A.建物の建設は人口減少も含め、必要性を十分に
検討して進めています。跡地については、必要
に応じて、住民とともに考えてまいります。

Q.福祉従事者が不足している。人材の確保を早
急にして欲しい。

A.大変大きな課題と認識している。
従事者確保のため、処遇改善補助金、就労支援
助成金など、財政面での支援を行っています。

Q.子どもたちのスマホ、タブレットなどの依存
が高く家に籠りがちになっている。地域に触
れ、自然に親しむ教育を重視してほしい。

A.毎年、小中学校の就学前の保護者を対象に「親
楽プログラム」を実施し、家庭内でスマホの使
用等を考える機会を作っています。
今後は、公民館をはじめ関係機関と協力しなが
ら、自然体験活動などを計画していきます。

住民の
声

住民のみなさんの力をお貸しください。

議会モニターの募集
【目的】議会運営に町民の声を反映させ、より開かれた議会を目指します。
【役割】①議会運営、議会活動に対して意見を述べる。

②議長が依頼した町議会の運営等の調査事項を報告する。
【資格】隠岐の島町職員以外で年齢18歳以上の町民
【任期】2年（再任は妨げない）

※受付けは議会事務局となります。　TEL：2-8568  FAX：2-3396
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第3回臨時会　全会一致で可決した議案
物品購入契約の締結
 〔木質バイオマス推進センターユニック車〕 令和5年度隠岐の島町一般会計補正予算（第3号）

9月定例会　全会一致で可決・認定・採択した議案

隠岐広域連合規約の一部変更 工事請負契約締結〔町道油井21号線②道路災害復旧工事〕

物品購入契約の締結〔消防小型動力ポンプ付き軽積載車〕 物品購入契約の締結 〔小中学校大型提示装置〕

工事請負契約締結〔那久漁港海岸川口突堤改良工事〕 令和5年度隠岐の島町一般会計補正予算 （第4号）　　　　
　　　　　　　　（※中曽邸改修工事補正予算を除く）

令和5年度隠岐の島町国保事業勘定特別会計補正予算 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第2号）

令和5年度隠岐の島町国保施設勘定（中村診療所）
　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算 （第2号）

令和5年度隠岐の島町国保施設勘定（五箇診療所）
　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算 （第1号）

令和5年度隠岐の島町国保施設勘定（都万診療所）
　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算 （第1号）

令和5年度隠岐の島町下水道事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第1号）

令和5年度隠岐の島町訪問看護事業特別会計補正予算 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第1号）

令和5年度隠岐の島町五箇へき地診療施設事業
　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算 （第1号）

令和5年度隠岐の島町中財産区特別会計補正予算
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第1号）

令和5年度隠岐の島町国保施設勘定（西郷歯科診療所）
　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算 （第1号） 令和5年度隠岐の島町上水道事業会計補正予算 （第1号）

【認定】令和4年度隠岐の島町一般会計歳入歳出決算 【認定】令和4年度隠岐の島町国保事業勘定
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町国保施設勘定（中村診療所）
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町国保施設勘定（五箇診療所）
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町国保施設勘定（都万診療所）
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町下水道事業
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町駐車場事業
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町訪問看護事業
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町布施へき地診療施設事業　　　
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町五箇へき地診療施設事業
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町中財産区
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算

【認定】令和4年度隠岐の島町後期高齢者医療保険事業
　　　　　　　　　　　　　特別会計歳入歳出決算　

【認定】令和4年度隠岐の島町上水道事業会計歳入歳出決算 【諮問1号～3号】人権擁護委員の推薦

【請願3号】地方財政の充実・強化に関する意見書を政府等に提出を求める請願

9月定例会　賛成多数で継続審査とした議案
【請願2号】国会及び関係行政庁へインボイス制度の導入中止を求める「意見書」の提出を求める請願  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★委員会採決（継続審査）に対して　賛成〔11名〕反対〔4名〕
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